
 令和８年８月号 

蜂刺され！！7 月～10 月は要注意 
 

☞蜂刺され災害 

7月～10月はスズメバチやアシナガバチが活発に活動す

る時期で注意が必要です。 

 

☞令和７年には蜂刺されによる死亡事故が発生していま

す。決して軽視できない災害です。蜂刺されでは、体質

によってはアナフィラキシーショックを起こし、短時間

で命に係わることがあります。（安全就業ﾆｭｰｽ7月号） 

蜂が生息している可能性のある場所では、次の事項を必ず

守ってください。 

 ・作業開始前に、周囲や樹木、植え込み、軒下などに蜂 

  の巣の有無や蜂の飛来状況を必ず確認する。 

 ・蜂用殺虫剤スプレーを常時携帯し、万一に備える。 

 ・黒色の服装は避け、長袖・長ズボン・手袋・帽子を着 

  用し、皮膚の露出を出来る限り少なくする。 



 ・香水、ヘアースプレー、整髪料など強い香りのあるも  

  のは使用しない。 

 ・ジュースやスポーツドリンクなど甘い飲み物の匂いに 

  も蜂が寄ってくることがあるため、飲みかけの容器を 

  放置しないなど十分注意する。 

蜂を見つけても慌てて追い払ったり、大声を出したりせ

ず、静かにその場を離れましょう。刺された場合は、速

やかに作業を中止し、体調に異変（息苦しさ、全身のじ

んましん、めまい、吐き気）が現れたときは、ためらわ

ず１１９番通報してください。アナフィラキシーは刺傷

後３０分以内に急速に進行することがあります。 

☞県内では昨年17件の蜂刺され等の事故が発生。傷害事 

故の型別件数では三番目に多い事故。アナフィラキシーシ

ョックで緊急搬送された事例も過去に発生しました。 

☞蜂に刺された時の症状と処置 

蜂に刺された場合に蜂毒にアレルギーがなければ刺された箇所に

軽い痛みやかゆみ、腫れ等が起こり何日かで消えていきます。し

かし、蜂毒アレルギーがあると刺された人の10%くらいが、全

身のじんましんなどの皮膚炎症や嘔吐、呼吸困難などが起こるア

ナフィラキシーショックを引き起こすと言われています。そのう

ち数％は意識障害や急な血圧低下によるアナフィラキシーショッ

クを起こすとされ、命の危険がおよぶ確立が高くなります。 



過去に蜂に刺されたことがある方は抗体検査をしておくことを

お薦めします。抗体がある場合は就業を控える、救急対応器具

（蜂毒吸引機）を携行するなどの対応をお願いします。 

蜂に刺された場合、流水で傷口を洗い流し、アナフィラキシー

を疑う症状（発疹、めまいなど）が出たら、すぐに119番通報

をして救急車を呼んでください。自分の身を守る行動と事前の

確認を怠らないようお願いします。また、一人での作業はやめ

ましょう。 

 

1．蜂の種類とその対応 

（１）蜂の巣や蜂が餌を取っているとき等は、近付かない 

蜂に刺される危険な時期 

スズメバチ  ７月～１０月   アシナガバチ  ７月～８月   ミツバチ  １年中 

 

（２）蜂が近付いてきたら、早く危険区域から遠ざかる 

スズメバチの４段階の攻撃 

①  巣への接近に対する警戒（周囲を飛び回る） 

②  巣への接近に対する威かく（高い羽音を発して、

上下、左右をまとわりつくように飛び回る） 

③  巣に間接的刺激を与えたときの攻撃（巣から多く

の蜂が飛び出し攻撃） 

④  巣に直接的刺激を与えたときの攻撃（威嚇なしに

相手にすぐ刺す。相手の身体に噛みつき離れず何

度も毒針を刺す） 

 

（３）スズメバチは、黒地の着衣、毛皮等に反応

し、巣の近くで攻撃を加えるので、蜂を刺激するような衣類、匂い等

はさけること 



    ①  スズメバチは、黒いものに激しく反応し攻撃する。ミツバチは色にはあまり

反応しない 

    ②  匂い等はヘアスプレー、ヘアトニック、香水等の化粧品、体臭等に敏感に反

応する 

    ③  ミツバチは、巣の位置に関係なく各種化粧品の匂いに興奮することがある 

   ④  スズメバチは、ジュース等の飲料水の残りの液を餌にしていることがあるの

で、屋外での飲食は蜂に注意する 

 

（４）蜂が毎年発生する場所で作業をする時は、顔面を保護するための

防蜂網を着用すること（身体を露出させない） 

 

 

２．蜂に刺されたときの症状と応急処置 
 
（１）蜂に刺されたときの症状には、刺された箇所の周りにだけ現れる

局所症状と全身症状があるので、症状をよく観察し、直ちに適切な

応急処置を行うこと 

    ①  軽い全身症状 

        全身の皮膚が赤くなり、かゆくなったり、身

体がだるくなったり、息苦しくなったりする 

    ②  中程度の全身症状 

        軽い全身症状に加えて胸が苦しくなったり、

口がしびれたり、腹痛、下痢、吐き気を起こし

たり、頭痛やめまい、全身がむくんだりする 

    ③  重い全身症状（アナフィラキシーショ

ック） 

        息苦しく、ものを飲み込めなく、声が

しわがれ、全身の力が抜け、その場にうずくまってしまう 目が

見えづらくなり、耳が聞こえづらくなったりする 意識が無くな

ったり、手足にけいれんを起こしたりして死に至る場合もある  

急いで医療機関を受診する 



注） 

  ・以前に蜂に刺された経験のある人は、「次の一刺し」を受けると危険です 

・蜂に刺された経験のある人が蜂の発生しそうな場所での一人作業は、とりわ

け注意が必要です 

 

（２）蜂に刺されたときの応急処置 

    ①  その場を離れてハチがいなくなるまで逃げる（威嚇しないように） 

    ②  毒針が残っていたら、直ちに引き抜き、患部の血液と毒液を絞り出す（毒吸

引器（ポイズンリムバー）が望ましい 口で吸い出す事はやめた方がよい） 

    ③  冷水で患部を冷やす 

    ④  赤くはれ始めたら、抗ヒスタミン軟膏を塗る 

 

（３）症状が悪化した場合（患者を運ぶときは、できるだけ動かさない

よう担架で） 

下記の場合は、「１１９」番の連絡を行い、一刻も早く医師の手当てを受ける 

    ①  初期症状として、発疹、流涙、せき、おう吐、下痢等の症状がある場合 

    ②  アレルギーの有無にかかわらず、首や頭を刺されたとき、または何匹ものハ

チに刺されたとき 

    ③  アナフィラキシーショックを疑う症状が現れたとき 

 

〈命を守るための合言葉〉 

「なんとなくだるい」は救急車を呼ぶサイン 

「少し休めば大丈夫」は最も危険な自己判断 

「本人が大丈夫」といっても、周りが止める勇気を。 

蜂刺されによる死亡事故の多くは、初期症状を軽く考え、作業

を続けたことが重症化に」つながっています。 

本人も仲間も「なんとなく様子がおかしい」という小さな異変

を見逃さず、「命を最優先」に行動してください。 



令和７年度 

安全就業標語 

佳作 

 『あわてるな 時間のちがいは 少しだけ』 

           更埴地域シルバー人材センター 毛利 成美さん 
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